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This paper discusses the outline of the disaster awareness of the local population using the "Questionnaire survey on evacuation 

behavior in areas where flooding is a concern". The results indicate that the respondents of the survey have a relatively high level of 

disaster awareness. High disaster awareness was significantly associated with active participation in volunteer activities, installation of 

disaster prevention apps on smartphones, and high health literacy. 

 

１．はじめに 

住民の避難行動を確認し，防災意識とどのように関

連するのかを検討するために，我孫子市民を対象とし

て「水害が懸念される地域での避難行動に関するアン

ケート調査」が実施された[1]．本稿では，住民の防災意

識に関する項目について結果の概要を報告する． 

２．アンケート設問の概要 

 本アンケート調査では，住民の水害に関する意識を

調査することを主な目的としており，防災全般や日常

生活に関わる質問項目も設定している．質問項目は以

下の 6つに大別される． 

① 避難行動に関する質問 

② 災害全般に関する質問 

③ 冠水時の自動車の運転に関する質問 

④ 防災意識に関する質問 

⑤ 近隣との付き合いに関する質問 

⑥ 回答者の属性に関する質問 

３．防災意識に関する調査結果の概要 

(1) 防災意識に関する質問項目 

 防災意識に関する主な質問項目の単純集計値を

Figure1～2に示す．「防災訓練の参加状況」については，

ほぼ毎回参加と回答した人の割合が 28%であり，数年

に 1度（25%）あるいは過去に 1回だけ（19%）と合わ

せると 70%超が防災訓練の参加経験があった．「今後の

参加予定」では，毎回参加予定が 22%，できるだけ参

加が 37%，きっかけがあれば参加が 32%と，多少なり

とも参加の意思を表明している人が 90%超に上る．「自

宅での防災に関する備え」では多くの項目で半数近く

あるいは半数以上の回答が得られたが，防災アプリで

日頃から災害情報を確認していると回答した人は約

27%に留まった．「ハザードマップを見たことがある」

人の割合は 90%を占め，その中で「ハザードマップを

利用して具体的な避難経路などの備えを検討」したこ

とのある人は 52%に上った．本調査によるこれらの設

1：日大理工・教員・まち 2：日大医・教員・公衆衛生 3：日大危機管理・教員・危機管理 4：日大理工・教員・交通 

Q. これまでに自治体や自治会が開催してきた防災訓練への参加状況 

Q. 今後自治体や町会・自治会などが開催する防災訓練への参加予定 

Figure 1. Questions and answers on disaster awareness 

Q. ご自宅で行っている防災に関する備え（複数回答可） 
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問に対する回答率は，防災に関する世論調査（令和 4年

9月調査）での類似設問の回答率[2]と比べて総じて高い

ことから，本調査では防災意識が比較的高い方々から

の意見が反映されていることが示唆される． 

(2) 防災意識尺度 

本アンケート調査では，防災意識尺度を評価するた

めの質問項目[3]を加えている．評価結果として，防災意

識尺度の得点分布を Tabel 1 に示す．最低点が 52 点，

最高点が 110 点，平均点は 81 点，標準偏差は±9.6 点

であった．男女別の得点を箱ひげ図で Figure 3に示す．

女性の方が男性より有意に得点が高く得られた（t検定，

P=0.030）．年代別の得点を箱ひげ図で Figure 4に示す．

各年代間では有意な得点差は認めらなかった（一元配

置分散分析，P=0.074）．防災意識尺度得点を目的変数と

し，各種要因を従属変数とするロジスティック回帰分

析を行い，防災意識に関連する要因を同定した．防災

意識が高くなることと関係する要因として，性別が女

性であること（P=0.017），ボランディア活動を行う頻度

が高いこと（P=0.001），防災アプリをスマートフォンに

インストールしていること（P<0.001），健康意識（ヘ

ルスリテラシー）[4]が高いこと（P<0.001）が得られた． 

４．おわりに 

防災意識に関する質問項目への回答結果より，本ア

ンケート調査の回答者は比較的高い防災意識を持って

いることが示唆された．また，防災意識尺度の評価か

ら，防災意識の高さは，ボランディア活動を積極的に

行うこと，防災アプリをスマートフォンにインストー

ルすること，ヘルスリテラシーの高さと有意な関連が

認められたことから，これらの積極的な指導が防災上

有益となる可能性が示唆された．今後は回答者の特長

を丁寧に整理した上で，防災意識と各質問項目との関

連をさらに分析する予定である． 
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Table 1. Distribution of disaster prevention consciousness 

Figure 3. Gender differences in disaster prevention 

consciousness 

Q. お住まいの地域のハザードマップを見たことがありますか 

Q. ハザードマップを利用して具体的な避難経路などの備えを検 

討したことがありますか 

Figure 2. Questions and answers on disaster awareness 

Figure 4. Age differences in disaster prevention consciousness 
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